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参加者の質問に丁寧に

回答する黒田先生

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
協
会
会
議
室
に
お
い

て
、
第
３
回
・
第
４
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
研
究
会
を
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
11
月
28
日
、

12
月
26
日
に
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
視
聴
併
用
で
開
催
。
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー

中
央
病
院
感
染
症
科
の
黒
田
浩
一
先
生
を
迎
え

ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
第
３
回
に
64
人
（
う
ち

オ
ン
ラ
イ
ン
43
人
）
、
第
４
回
に
54
人
（
う
ち

オ
ン
ラ
イ
ン
43
人
）
が
参
加
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

に
出
席
し
た
先
生
の
感
想
を
掲
載
す
る
。

（
第
４
回
は
裏
面
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
ー
19
）
に
関
す
る
第
３
回
目
の
研
究
会
を
、

重
症
者
受
け
入
れ
指
定
病
院
の
一
つ
で
あ
る
神

戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
の
黒
田
先
生

を
お
招
き
し
て
、
11
月
28
日
午
後
に
開
催
し
た
。

講
演
の
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
次
回
12

月
26
日
と
２
回
に
分
け
て
お
聞
き
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
今
回
は
、
前
半
分
で
あ
る
。

11
月
24
日
時
点
で
は
日
本
で
13
万
人
の
感
染

者
と
１
９
４
７
人
の
死
亡
が
報
告
さ
れ
た
。
自

院
で
の
致
死
率
は
高
齢
者
ほ
ど
高
く
、
70
歳
代

13
％
、
80
歳
代
台
21
％
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
の
致
死
率
の
比
較
は
診
断
定
義
が
異
な

り
難
し
い
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
ー
19
が
５
～
10
倍

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
ー
19
は
２

相
性
の
病
気
で
、
発
病
当
初
は
ウ
イ
ル
ス
増
殖

が
、
２
週
目
以
降
は
サ
イ
ト
カ
イ
ン
に
よ
る
炎

症
反
応
が
中
心
に
な
る
。
嗅
覚
、
味
覚
障
害
は

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
ー
19
で
目
立
つ
症
状
だ
が
、
軽
症

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
12
月
25
日
（
金
）
に
西
宮

市
民
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
４
人
が
参
加
し

た
。

【
Ⅰ
．
最
近
の
診
療
経
験
の
交
流
】

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
19
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
、

小
林
化
工
の
リ
ル
マ
ザ
ホ
ン
混
入
事
件
な
ど

【
Ⅱ
．
予
定
・
企
画
】

①
第
４
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
研
究
会

【
Ⅲ
．
予
定
・
企
画
（
日
時
未
確
定
）
】

①
第
５
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
研
究
会

②
近
年
開
業
医
懇
談
会

③
認
知
症
外
来
診
療
経
験
交
流
会

④
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会

⑤
支
部
設
立
40
周
年
記
念
企
画

【
Ⅳ
．
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
保
団
連
代
議
員
会
（
１
・
31
）

【
Ⅴ
．
報
告
】

①
第
３
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
研
究
会

（
11
・
28
）

②
そ
の
他
（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
診
療
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
な
ど
）

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜
日
で
す
。

次
回
は
２
月
26
日
（
金
）
に
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な

ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

40
％
～
50
％
、
特
異
度
は
高
い
が
感
度
は
低
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。
多
い
症
状
は
発
熱
と
咳
で
、

咽
頭
痛
や
喀
痰
な
ど
気
道
感
染
症
で
よ
く
見
ら

れ
る
症
状
は
２
～
３
割
程
度
で
あ
る
。
重
症
化

リ
ス
ク
は
、
高
齢
（
65
歳
以
上
）
、
高
度
肥
満

（
Ｂ
Ｍ
Ｉ＞

30
～
40
）
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
、
糖
尿
病
、

脳
心
血
管
疾
患
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
、
高
血
圧
、
悪
性
腫

瘍
な
ど
。

検
査
は
ウ
イ
ル
ス
の
検
出
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
、
抗
原
）
、

抗
体
検
査
、
胸
部
Ｃ
Ｔ
な
ど
が
中
心
、
基
本
は

ウ
イ
ル
ス
の
検
出
と
く
に
核
酸
検
出
検
査
（
Ｐ

Ｃ
Ｒ
）
は
信
頼
性
が
高
い
。
検
体
採
取
と
し
て

は
、
喀
痰＞

鼻
咽
頭
ぬ
ぐ
い
液＞

唾
液
で
、
発

症
後
９
日
を
過
ぎ
る
と
、
唾
液
は
検
出
率
が
下

が
る
。
抗
原
検
査
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
比
べ
感
度

が
低
い
。

指
定
感
染
症
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
議
論

が
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
詳
細
は
報
告
で
き
な
い
が
、
分
か

り
や
す
く
、
感
染
患
者
さ
ん
に
対
す
る
思
い
や

り
に
満
ち
た
内
容
に
感
銘
を
受
け
た
。

第３回

感想文

西
宮
市

半
田

伸
夫

熱
心
に
聞
き
入
る
会
場
の
参
加
者

世
話
人
会
だ
よ
り
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２
回
連
続
で
の
黒
田
先
生
の
お
話
か
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
の
臨
床
像
を
少
し
は
理
解
で
き

た
気
が
し
た
。

病
態
は
、
ウ
イ
ル
ス
量
が
増
大
す
る
時
期
と

サ
イ
ト
カ
イ
ン
ス
ト
ー
ム
か
ら
な
ら
る
２
つ
の

山
で
形
成
さ
れ
る
。
ウ
イ
ル
ス
量
が
感
染
時
期

に
よ
り
変
化
す
る
こ
と
か
ら
、
１
）
Ｐ
Ｃ
Ｒ
施

行
時
の
Ｃ
Ｔ
値
で
患
者
ご
と
の
ウ
イ
ル
ス
量
の

比
較
は
採
取
時
期
を
明
確
に
規
定
で
き
な
い
の

で
意
味
が
な
い
こ
と
、
２
）
肺
炎
に
よ
る
Ｉ
Ｃ

Ｕ
治
療
下
の
患
者
か
ら
よ
り
、
病
初
期
で
あ
る

た
め
ウ
イ
ル
ス
量
が
多
い
救
急
外
来
や
発
熱
患

者
が
な
い
診
療
所
で
の
感
染
リ
ス
ク
が
大
き
い

こ
と
を
教
わ
っ
た
。
発
熱
患
者
を
受
け
入
れ
て

い
な
い
診
療
所
で
あ
っ
て
も
、
い
つ
も
基
本
的

な
感
染
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理

解
で
き
た
。

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
体
に
注

入
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
副
作
用
を
気
に
し
て

い
て
、
私
自
身
は
受
け
な
い
つ
も
り
で
い
る
。

黒
田
先
生
自
身
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
で
の
ワ
ク
チ
ン
摂
取
後
の
大
規
模
な

デ
ー
タ
を
見
て
決
め
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
副
作
用
に
関
す
れ
ば
長
期
で
見
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
短
期
的
な
ア
メ
リ
カ
で
の
ワ
ク

チ
ン
結
果
を
見
て
も
判
断
で
き
な
い
よ
う
に
思
っ

た
。無

症
状
で
酸
素
飽
和
度
が
92
％
以
上
な
ら
入

院
適
応
な
し
と
判
断
さ
れ
、
ホ
テ
ル
に
移
動
さ

れ
る
。
そ
の
人
た
ち
の
う
ち
、
急
変
し
て
神
戸

市
立
中
央
病
院
を
転
送
さ
れ
た
人
も
い
た
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
定
義
に
も
よ
る

が
、
医
療
崩
壊
が
す
で
に
生
じ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

今
後
、
発
熱
患
者
に
対
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

施
行
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
因
子
と
し
て
、
誰

と
同
居
し
て
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
高
齢
者
に
感
染
を
広
げ
な
い
こ
と
や
ク
ラ

ス
タ
ー
を
防
ぐ
た
め
に
、
理
に
か
な
う
こ
と
で

あ
る
と
納
得
で
き
た
。

２
回
に
及
ん
だ
黒
田
先
生
の
お
話
は
、
重
症

例
を
診
て
い
る
病
院
と
い
う
窓
を
通
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
無
症
状
で
酸
素
飽
和
度
が
92
％
以

下
の
何
％
が
急
変
し
入
院
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？

そ
し
て
、
そ
れ
は
ご
く
一
部
な
の
だ
ろ
う
か
？

Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
者
が
多
く
収
容
さ
れ
る
ホ
テ
ル
の

責
任
者
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？新

型
コ
ロ
ナ
感
染
の
全
体
像
に
少
し
で
も
近

づ
く
た
め
に
、
一
般
の
夜
間
救
急
外
来
と
い
う

窓
や
介
護
現
場
と
い
う
窓
か
ら
か
ら
見
た
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
の
議
論
も
今
後
開
催
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

「ＰＣＲ検査の感度と陽性的中率について」説明する伊賀幹二先生(右端)

12
月
26
日
（
土
）
午
後
７
時
よ

り
初
め
て
の
試
み
と
し
て
支
部
オ

ン
ラ
イ
ン
忘
年
会
を
開
催
し
た
。

２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
広
が
り
支
部
行
事
の

開
催
が
困
難
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
研
究
会
を
シ

リ
ー
ズ
化
し
て
企
画
で
き
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
と
な
っ
た
。
引
き

続
き
、
支
部
会
員
の
要
望
に
添
っ

た
支
部
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
支
部
創
立
40
年
と
な
る
２
０

２
１
年
は
、
よ
り
充
実
し
た
企
画

が
開
催
で
き
る
よ
う
努
め
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

ま
た
、
支
部
企
画
の
講
師
を
お

願
い
し
て
い
る
ロ
バ
ー
ト
・
コ
ン

ロ
イ
先
生
、
鵜
飼
先
生
に
も
参
加

い
た
だ
き
、
近
況
を
報
告
い
た
だ

い
た
。

２
０
２
１
年
は
支
部
役
員
全
員

で
集
ま
り
、
忘
年
会
が
で
き
れ
ば

と
願
い
、
終
会
と
な
っ
た
。

当日の模様は協会ホーム

ページ（http://www.hhk.jp/

topics/2020/1006-090000.php)

からご覧いただけます。

ラジオでは、新型コロナ関連に限らず、幅広いテーマで出演いただける先生を募集中。

ご出演希望の先生は、☎078-393-1801（事務局山田、難波）まで

ラジオ関西番組「寺谷一紀と！い・しょく・じゅう！」内の協会提供コーナー

「医療知ろう」に11月26日、副支部長の伊賀幹二先生（西宮市）が「PCR検査の感度と

陽性的中率について」をテーマに出演。感度とは？、陽性的中率とは？を例を示しなが

ら、説明した。

第４回

感想文

西
宮
市

伊
賀

幹
二


